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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究はヒト人工染色体を用いた栄養因子高発現型間葉系幹細胞シートをALSモデルマ

ウス大脳皮質へ移植し、移植後の生着の動態や宿主組織の反応、およびその治療効果につ

いて検討したものである。その結果、組織解析およびin vivo生体発光計測により細胞シー

ト法が分散細胞移植に比べてドナー細胞の生着期間を延長するという結果が得られた。ま

た臨床評価においては、細胞シート移植は生存期間の延長に一定の効果を示すことが判明

した。本論文の内容は、複数の治療因子を搭載したHACを用いた細胞治療の可能性を示すも

のであり、細胞医薬の発展に寄与するものと認める。 

 

 

 

 

 

 


